
　●出席報告　
　　　　　　出 席 会 員 32 名（内免除会員 8名）

　　　　　　会 員 総 数 44 名（同上 15名）

　　　　　　ゲ　ス　ト    3 名

　　　　　　ヴィジター　 0 名　

　　　　　　　 計　　　35名

　　　　　       ホームクラブ出席率 86.49％

7月26日（第 4例会）出席率 100％（MU6名）

　●ゲスト＆ヴィジター（敬称略）
　　　　　樋口信治 （卓話者）
　　　　　細川直人 （境会員の友人）
　　　　　李　頌雅 （米山奨学生）

9月6日（第1例会）

　●卓話　「DX時代に備えて」　
　  日本電通（株）
先端技術 プロジェクトマネージャー　小片隆久氏

（上　敏郎会員担当）

　●食膳　〈カレー〉

　●卓話　「水墨画について」
　　　　　日本水墨画美術協会

理事長　濱中応彦氏

　（南賀勝之会員担当）

8月30日（第5例会）

　今週は、水曜日にローターアクトクラブの例会に

出席してまいりました。第3回ということで手探りの

例会運営でしたが和気あいあいとした雰囲気で

やっていました。皆さまもぜひ出席して、気付いたこ

とをアドバイスして頂きますようお願いします。提唱

クラブとして出来る限り彼らを応援していきたいと

思います。

　さて、ガバナー月信8月号が先日、配信され、読ま

れた方もおられると思いますが、地区の藤井拡大増

強委員長が、会員増強推進月間に因んで投稿され

ていますので一部を要約してご紹介します。

　『2660地区の会員数ですが、ここ数年は年度初

め3,570名程度で推移しております。一応安定して

いるように見えますが、これは、毎年度の入会者と

退会者がそれぞれ300名近くある中で、たまたま

バランスが取れているという見方もできると思いま

す。今年度のマローニーRI会長がこのような状況を

「穴の開いたバケツ」に例えられましたが、会員増強

に真剣に取り組んでいる者にとってはいささか気に

なる表現ではあるものの的を得た言い方だと思い

ます。バケツに注ぐ水が減れば、バケツの水は、たち

どころに下がってしまうように、継続した増強の努

力を怠れば、たちまち会員数が減ってしまいます。

　今年度もより一層の新会員の入会促進と既存会

員の退会防止に努力して頂きますようお願い申し

上げます。』と、投稿されていました。

　当クラブも本日例会後、先日行いましたアンケー

トをもとに中本会員増強委員長を中心に、理事・役

員でミーティングを行いたいと思います。会員の

皆様におかれましても増強のご協力をよろしくお願

いします。

2019-8-23

8月9日（第2例会）

8月23日（第4例会）

●卓話　「多様性の中のロータリーの友」
　　2018-19年度　地区幹事
　　ロータリーの友　地区代表委員　木村芳樹氏

　　　（雑誌・広報委員会　宮田正人委員長担当）



・ 諸般の事情により第1例会にて未報告となって

おりました、今月の理事会決定事項をご報告申し

上げます。先ほどから、お耳に届いておりますように、

ピアノ伴奏の変更を理事会決定いたしました。

藤村久美子様です。

簡単に、ご略歴をご紹介申し上げます。

京都芸術大学を卒業され、日仏音楽コンクールにて

日仏音楽協会賞を受賞。フランスにて、ヴラド・ペル

ルミュテール氏、イヴォンヌ・ロリオ＝メシアン氏に

師事。大阪でのデビューリサイタル以後、国内外の

いろいろなアーティスト、カルテット、オーケストラ等

との共演により、ソロから室内楽、コンツェルト、オペ

ラまで様々なジャンルの演奏活動を行って来られて

います。

翻訳書としてマルグリット・ロン著「ラヴェル―回想

のピアノ」（共訳、音楽の友社刊）があります。関西音

楽舞踊会議 会員、奈良県音楽芸術協会 会員、フラ

ンス  モーリス・ラヴェル協会 会員。奈良県立高円

音楽高等学校 非常勤講師をされていました。よろし

くお願いいたします。

また、この場を借りまして、先週までの前任ピアニス

トが、合唱不能な伴奏をしましたことを深くお詫び

申し上げます。

・ iPS細胞研究基金事務局から、2019年度 寄付者の

方向けイベント（大阪）のご案内が届いております。

中谷会長に回付いたしております。

ロータリアンとローターアクトに活発な会員増強委

員会を設立し、今まで以上に組織的かつ戦略的に

取り組んでみましょうとのメッセージが掲載されて

います。

P.7～P.13  8月は「会員増強・新クラブ結成推進

月間」です。クラブを活性化させる同好会　趣味

を通してつながろう！という特集で、さまざまな同好

会が紹介されています。

P.14  クラブ活性化の鍵は会員増強という特集で

会員数を64人から115人と1年間で劇的な増強

を果たした高崎ロータリークラブが紹介されてい

ます。

P.31  シカゴのロータリー創始者（ポール・ハリス）

の旧宅修復に関する記事が掲載されています。

P.32  世界ポリオデーに向けて！　2018～19年度

に日本で行われたポリオ根絶のためのイベントが

紹介されています。

【縦組記事より】

P.4  言葉の力（都留文科大学英文学科　松土清

特任教授）2018年3月11日　国際ロータリー第

2620地区 甲府北RC創立50周年記念 講演要旨

が掲載されています。

ライラ実行委員会　梅崎道夫委員長

本日、「春のRYLA実行委員会」の組織構成表をポ

ストしております。どうぞ、担当される委員会の活

動にご協力頂きますよう、よろしくお願いします。

ローターアクトクラブ委員会　西谷雅之委員長

8月7日（水）RACの例会に中谷会長、松田会員と

共に出席してまいりました。

次回、8月21日（水）は移動例会です。天満橋RAC

と合同で天満キャッスルホテルにて19:00より行

います。会費は3,000円です。より多くの会員の皆

様の参加をお願いいたします。

雑誌・広報委員会　宮田正人委員長

「ロータリーの友」2019年8月号紹介

【横組記事より】

P.3   マーク・ダニエル・マローニーRI会長より、



地区公共イメージ向上委員会

樋口信治委員長
　私が大阪RCに入会させて頂いた

のは1997年4月。当時の2660地区

会員数は5,400名を越えていました。2010年頃まで

毎年会員数が減少し、以来減少は止まりましたが、

決して増えることなく3,600名弱で推移しています。地

区80クラブの内、60名超のクラブは11クラブ。年間40

数回の例会運営を行うにも苦労すると思える25名

以下のクラブは18クラブに上ります。

　2011～12年度からRI事務総長にジョン・ヒューコ

氏が就任しました。彼が事務総長に就任してから、矢

継ぎ早に様々な変革策が打ち出されました。2016年

規定審議会では「多様性と柔軟性」がキーワードで、

卓話中心の例会を必ずしも毎週実施しなくても構わ

ない。街へ出て奉仕活動を行うことや、会員相互の親

睦会を行うことを、新たな例会の在り方として、月2回

以上実施すれば良いといった裁量権をクラブに認め

ることになりました。

　21世紀に入ってEクラブが生まれたことが、例会回

数や出席率よりも奉仕活動が大事となった要因の一

つではないかと感じます。事務総長はEクラブを否定

してはいませんが、クラブ活動の記録や、他クラブや

地区との連携にインターネット技術を活用することが

大事であって、ネット例会は好ましくないと考えている

ように思えます。その表れがMy ROTARYのシステム

構築なのだと考えます。

　30名以下のクラブが圧倒的に多いことを考えると、

今後のロータリー活動を発展させるために、卓話例会

に拘る事無く、ロータリー活動の在り方を変えていくこ

とやインターネット技術を活用したクラブ運営は時代

の流れなのでしょう。

　海外でのロータリー会議に参加すると、最近よく目

につくキーワードは、「Trans fo rm」「Insp i r e」

「Connect」の3文字です。「Transform」は「変化」と訳

されますが、もっと強烈な「ぶっ壊す」といった意味の

ある言葉で、RIは既存のロータリーをぶっ壊して新た

なロータリーを作ろうとしているように思えます。 （編集担当　宮田・田中）

新住所　〒550-0004 大阪市西区靱本町3-10-13
ショウエイ靱 901

8月9日 ＜第2例会＞

8月9日（第2例会）
・戦後74年、大阪戦没者追悼式、無事済ま
せました。

岡倉会員

・樋口公共イメージ向上委員長、ようこそお
越しくださいました。よろしくお願いいたし
ます。

境会員

・樋口委員長、本日はよろしくお願いします。
中谷会員

・樋口様、本日の卓話よろしくお願いいたします。
濱田会員

・私の知人がモンゴルで米山学友会に出席し
て来ました。

・退会された山下様が、お元気で奉仕活動を
されております。

佐々木会員

・藤村久美子さんをピアノ伴奏にお迎えして。
浅井会員

・あまりの暑さで、開襟シャツで失礼します。
山本（英）会員

・その他、早退お詫び 2件、お祝い１件

▲米山功労者表彰　左から浅井会員・山口会員

「My　ROTARYとRIが目指す方向」

お知らせ 宮田正人会員 住所変更


